
 
                      平成２３年１１月２１日 

四国地方整備局 

                                                           土佐国道事務所 

国道 33 号枝川歩道整備に関するアンケート結果について 

  ～歩行者、ドライバーとも 9 割程度が「安全になった」と回答～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省土佐国道事務所において整備を行った、高知県吾川郡いの町枝川地区

の歩道が平成 23 年３月３１日に完成しました。完成後、地元の県立伊野商業高

等学校の生徒及び教員等学校関係者の皆さんにアンケートにご協力いただき、歩

道設置の効果について伺った結果をお知らせします。（別添資料） 

●歩行者の約８割が、歩道がない時と比べて「すごく安全になった」「安全になっ

た」と回答。 

●ドライバーが危険を感じることが減りましたかという質問に、約９割が「とて

もそう思う」「ややそう思う」と回答。 

●当該箇所は昨年度策定した「事故ゼロプラン」の事故危険区間にも位置づけ 

られています。（別紙１、２参照） 

●土佐国道事務所では今後も安全で快適な生活のために事業を進めていきます。 

 ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

【事業の概要】 

土佐国道事務所（とさこく）土佐国道事務所（とさこく）

お問い合わせ先（○主な問い合わせ先） 

四国地方整備局土佐国道事務所 

     電話（代表）088-884-0359 

副所長      登坂
と さ か

 啓二
け い じ

（内線）205 

○管理第二課長  田島
た じ ま

 基彦
もとひこ

（内線）441 

国道33号いの町枝川地区の当該箇所は、路面電車（土佐電鉄）と国道が並行して

いる区間です。北側には一部歩道が整備されていない区間があり、朝夕は特に通

学生などの自転車及び歩行者が危険な状態となっていました。 

 こうしたことから、現在の用地内に設置可能な幅員の歩道を設置することによ

り、安全な交通環境を確保するために歩道を整備しました。 

 

１．設置場所     高知県吾川郡いの町枝川  

２．完成年月日    平成２３年３月３１日 

本施策は、四国圏広域地方計画「No.5 圏域の連携による発展に向けた地域力向上プロジェ

クト」の取組に関連します。 



枝川歩道整備事業枝川歩道整備事業

国道33号いの町枝川地区の当該箇所は、路面電車（土佐電鉄）と国道が並行している区間
です。
北側には一部歩道が整備されていない区間があり、朝夕は特に通学生などの自転車及び

歩行者が危険な状態となっていました。
こうしたことから、現在の用地内に設置可能な幅員の歩道を設置することにより、安全な

交通環境を確保するため、平成２１年度に歩道整備事業を着手し、地域の皆様方のご協力
により、平成２３年３月３１日に歩道が完成しました。
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整備後は安心して通学できています。

整備前はこんなに危険でしたが…
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アンケート結果アンケート結果アンケート結果

【アンケート調査対象・方法】

・調 査 日：平成23年9月8日 ～ 平成23年9月29日

・調 査 対 象：高知県立伊野商業高等学校の生徒（高２と高３）及び教員等学校関係者

（アンケート調査票を配布後回収）

・回 答 数：生徒102人、学校関係者10人 計112人

Ｑ．歩道がない時と比べて安全になりましたか？ Ｑ．どんなところが安全になったと感じましたか？

約8割約8割

約8割の方々が歩道設置により安全になったと回答しています！約8割の方々が歩道設置により安全になったと回答しています！

歩道の幅が広く、向かってくる人と
安全にすれ違えるようになった。

自動車が離れたところを通るようになった。

歩きやすくなり転びにくくなった。

自動車の速度が下がった。

電車への危険がなくなった。

電車が来てもよけなくていい。

自動車が急に曲がってくる
ことが無くなった。
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【歩行者への調査結果】



【ドライバ－への調査結果】

枝川歩道整備事業枝川歩道整備事業

アンケート結果アンケート結果アンケート結果

約9割の方々が歩道設置により安全になったと回答しています！約9割の方々が歩道設置により安全になったと回答しています！

Ｑ．どんなところが安全になったと感じましたか？
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Ｑ．自動車を運転していて危険を感じることは減りましたか？
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歩行者と安全な距離が
とれるようになった。

自転車と安全な距離が
とれるようになった。

歩行者が飛び出してく
ることが少なくなった。

※四捨五入の関係で全体が100%になっていません。
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【事故ゼロプランとは】

・全国の幹線道路（国・都道府県）の２２％の区間に死傷事故件数の７１％が集中

しています。

・国土交通省では、このように危険な区間を市民の方々等からご意見を頂きながら
『事故危険区間』として選定（H２２．１２）し、市民に交通事故が起こりやすい
危険な箇所として認識頂き、集中的・重点的に、悲惨な交通事故の対策に取り組む

「事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）」を展開しています。

「事故ゼロプラン」について「事故ゼロプラン」について 別紙１別紙１



別紙２

歩道完成後
アンケート実施箇所




